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日本語世界進出のグーグル言語地理学
─グーグルインサイトにみる外行語総合分布─
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1．グーグルインサイト世界言語地図

　本稿では，グーグルインサイトによる新種の言語地図を作製し，総合的結果を考察する。以下に

掲げるのは，これまで目にできなかった世界言語地図である。日本語の単語が海外で（世界で）ど

う使われているかを示すもので，色の濃い国では多く使われる。以下では「外行語」という用語を

使う（三輪 1977）。「外来語」の対として作られた用語で，日本語を中心にした借用語loanwordの

両方向（borrowing, lending）を区別して扱うには便利である。

　井上 2001 では世界約 30 カ国の世論調査の結果を地図にした。それまで日本語の単語がアメリカ

（英語）に入り，アジア諸国や移民の多い南米で使われることについて，個別の語や国家の報告や調

査はあったが，多数の国家についての同一条件での報告はなかった。多くの国で日本語の単語が使

われていることを提示できた。ただし，初出年や意味分野などによって分類して傾向を見出すには

不十分な語数だった。元のデータを集めるのに，大変な経費と年数がかかった（新プロ「日本語」

総括班編 1999）。

　それに対し，このグーグルインサイト地図の作製は，簡単である。慣れれば，1 分もかからない。

以下に掲げた世界地図は，貴重な情報であり，新鮮な印象を与える。グーグルマップの利用法につ

いては井上（2011.2）で述べた。以下では，地図の出力の技法について説明する。また高度な技法

として，数値データをダウンロードして，多数の地図を総合的に分析する手法についても論じる。

　以下の 4 枚の地図は，かつて公表された世界地図と対比できる（井上 2001，p.67）。

　図 1-1. kimonoは東南アジアと欧米とブラジルに目立つ。井上 2001 と一致する。

　図 1-2. sakuraは東南アジア付近と中南米に多い。井上 2001 では中国・韓国にも多いが，図 1-2 に

は反映されていない。後述のように，アルファベットつづりでGoogle検索をしたためである。

　図 1-3. shogunは東南アジアと欧米・ロシアとブラジルなどに目立つ。井上 2001 ではブラジルで

出なかった。その後約10年の変化か。映画『ショーグン』またはゲーム・アニメなど登場による可
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能性がある。

　図 1-4. sukiyakiは東南アジアと欧米とブラジルなどに目立つ。井上 2001 とほぼ一致する。

2．グーグルインサイト外行語の総合処理　

2.1.　外行語総合表の処理

　外行語については，原口（1998），早川（2006）などを元に，多数の語についてグーグルマップを

作ってあった（井上 2011.2）。そのリストを元にグーグルインサイトの表・地図を作製し，エクセル

の表をダウンロードした。多数のエクセルファイルを一つのファイルに統合し，扱ったすべての語

を横に並べた大きな表を作った。縦に「anime」の使用率の順によって国家が並び，横に検索した

数十語が並ぶ。同じ語を重複して検索した可能性もあるので，単語をアルファベット順にソートし

て重複語を削除した。また「anime」で登場しなかった（小）国家が他の語で登場することもある

ので，それらを手で配列した 1。以下では 81 語，124 国家（地域 regions）を扱う 2。

　まず行と列の数値の合計を出した。次に全体の傾向をみるための便利な（必須）手段として，行

と列の合計数値を基準にしてソートした。表 2-1a, bに全体の結果を上位語と下位語に2分割して示

図 1-1.　kimono

図 1-2.　sakura

図 1-3.　shogun

図 1-4.　sukiyaki
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す。見やすくするために，ゼロを空白に置き換えた。また数値 100 に色を付けた。行と列でソート

したので当然のことながら，左上には高い数値が並び，右下には空白（ゼロ）が並ぶ。左下は限ら

れた国でよく使われる語が並び，右上は限られた語をよく使う国が並ぶ。アメリカやアジア諸国の

数値が多いことが読み取れた。また「karate」がトップで，自動車やコンピューターゲーム関係の

語が上位になることが分かった。

　この傾向からはずれた分布パターンの違いが読み取れる。縦の列に並ぶ単語ごとの違いとして，

下まで伸びる単語が散在する。左の表 2-1aの上位語ではkaraoke，nissan，nintendo，samurai，

toyota，zen，manga，pokemon，anime，tsunami，ninja，karaokeが全世界に散らばる。現代日

本の技術や文化に関する語が多い。右の表2-1bの下位語ではnippon，geisha，sumo，teriが散在す

る。やや古い日本語が混じる。なお右端の語を見ると，100 とゼロだけの単純な語がある。たった

一つの国家だけで使われた語である。最下位のshinkansei（ミスタイプ）とhinoshi（ハワイ日本語

のアイロン）は，使用率がどの国でもゼロだったので，後の表，グラフでは削除した。

　横に並ぶ国家ごとの違いとして，左まで伸びる国の違いを見ると，違いが目立たない。現代日本

文化は，地理的距離や経済的交流と関わりなく，ほぼ全世界に広がったとみられる。

2.2.　外行語の順位

　外行語と国家をもっと具体的に示すために，行と列の合計数値を他のシートに（必要に応じて行

と列を入れ換え，値として）コピーして，折れ線グラフを作成した。その結果に従って，国家と語

形で目立たせたいものに●を付加した。

　図2-1に外行語の単語の順位を示す。上位10語ほどは比較的使用率が高い 3。あとは連続的に低く

なる。井上（予定）で調査語を増やした後の20位までは，以下の順番である。Sony, honda, toyota, 

pokemon, anime, nissan, manga, nintendo, suzuki, ninja, sushi, karaoke, soy, tsunami, zen, tycoon, 

karate, samurai, sakura, origami.

　いくつかの基準で語形に色を塗って，合計数との関連を探った。20世紀末期に世界進出した日本

語が上位になる。図の見出しに●を付けた。19世紀以前または江戸時代以前に海外で使われた語は，

今はあまり使われない。これについては二つの仮説が成立しうる。まず早くから使われる語は，多

くの国に普及するまでに十分な時間があるので全体の数値が大きくなり，最近の語はまだ普及しな

いので小さい（右下がり）。一方昔使われた語は縁遠くなって数値が下がり，最近の語は身近なので

数値が上がる。またコミュニケーション手段の変化（インターネットなどの普及）により，最近出

た語ほど世界中でよく使われる（右上がり）。具体例をみると，右上がりと考えられる。OEDなど

の初出年の基準を使うと，連続的な数値として，散布図で考察できる。

　次に意味論的な性格をみると，ほとんどの語は日本に特有のものである。「特有語」つまり某文化

特有の現象をさすことばである。これらは多くの文化で外行語になる。基準は別の言語で言いかえ・

代替alternativeがあるかどうかで，新語論における「新物新語」（旧物新語の対義語）に相当する。
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表 2-1a　グーグルインサイトの外行語使用率（上位語）
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表 2-1b　グーグルインサイトの外行語使用率（下位語）
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英語の単語が現在世界各地の現地語の単語を置き換える形で普及しているのと，性格が違う。日本

語には和語・漢語の代わりに（かっこよさから）英語からの外来語（洋語）が広がっている。

　この観点からいうと，日本語と英語の借用語には大きな違いがある。日本語からの外行語は，新

物新語，かつ特有語が大部分で，知的要因により，語彙の拡大として進出する。これに対し日本語

への外来語は，旧物新語として，従前の和語・漢語を置き換える形で，情的要因によって流入する。

2.3.　外行語受容国の順位

　図 2-2a, bに外行語使用国の順位を示す。国家・地域は数が多いので，上位と下位の二つのグラフ

に分割した。アメリカをトップに，東南アジア諸国が並び，南アメリカ，（西）ヨーロッパ諸国が続

く。単純な地理的近接効果とは読み取れない。日本との経済交流の多さが関わると考えられる。も

う少し下位の国家までみると，多様な要因がからむようである。様々な色を塗って考察した。外行

語はまずアメリカ英語に入って他国に普及するとも考えられるので，英語を公用語にする国の末尾

に●を付けた。確かに最上位の国と一致する。しかしアフリカの英語を公用語とする国は下位にな

るので，もっと別の要因を考えるべきである。

　ただしここで言語的制約要因を考える必要がある。まず外来語受容に関する傾向（または言語政

策）である。中国語では外来語を避けて翻訳語を使う傾向がある 4。また文字も影響する。アルファ

ベットで英語のグーグルインサイトで検索したデータだから，表意文字（漢字）・表音文字〈音節文

字（かな）・音素文字（アルファベット・タイ語などの文字）による検索をする国のデータは反映さ

れない（ただしグーグル検索が民族文字でできない言語では，アルファベット検索を使う）。つまり

図 2-1　外行語の順位
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アジア大陸の多くの国家には，制約がかかる。

　大陸ごとにも違いがあり，アフリカでは外行語が少ない。非言語的要素を使って，これらの相関

を調べることも考えられる。地理的距離（航空距離）直行便の有無や乗り換えによる時間，週ごと

の便数などで国別にしたときには，ヨーロッパ諸国で差が開き過ぎる。貿易量などとの関連，日本

図 2-2a　外行語の国別順位（上位）

図 2-2b　外行語の国別順位（下位）
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への親近感などとも関連が考えられる。日本語観国際センサスのデータは，多様な統計資料と照合

して分析できた。本稿のグーグルインサイトデータも，同様に多種の資料と照合できるだろう。今

後の課題にする。

2.4.　使用率上位下位の対比　

　表 2-1a,bで，使用率の大小によって，単語を左右に 2 分して示した。また国家も上下に 2 分でき

る。世界中で使われているか，日本語交流の盛んな（英語）国に限って使われているかを，判別で

きそうである。そのくらいの傾向性なら因子分析にかけなくとも，エクセルの処理で判別できる。

表を上下左右に 4 分割し，それぞれの行列の合計を出した。その多数語と少数語，多用国家と稀用

国家の数値の比を計算する形で，単語と国家を配列しなおした。その結果の順番は，かなり食い違

うが，理由が説明できる。

　この結果を組み合わせると，表 2-1 の縦横の順番を変えた表ができあがる（紙数の関係で提示で

きない）。左上は多数語を使う国家，左下は少数語をも使う国家である。右上は多数語も少数語も使

う国家，右下は多数語も少数語も使わない国家である。ここでは上位の一部分を論じる。

　国家でみると，多数語と少数語の比が小さいのは日本付近のアジア国家・アメリカなどで，アフ

リカ諸国などは比が大きい。単語で言うと，多用国家と稀用国家の双方で使われる語は，以下の順

番である。ippon, teri, toyota, nissan, tsunami, karate, judo, ninja, oden, kamikaze, karaoke, manga, 

anime, sumo。

2.5.　研究史 言語間方言学　借用語論

　以上，結果の提示を先に行った。以下でこの分野の研究史を振り返る。言語地図は多様なものが

あるが，個々の単語について，世界全体を（または国境を超えて）見渡す研究も多様である。外来

植物などは，生物学者や地理学者により実物の流入とからめて名称が調べられている。言語学者・

方言学者の研究も多いが，具体的文献は他稿に譲る（井上 2000，2001，2010.2）。

　インターネットでの言語現象分布の研究はグーグルマップの活用で急展開した。井上 2010.2 など

で紹介した。グーグルインサイトの活用によって，さらに研究の可能性が広がった（井上 2011.9，

Inoue 2012.1）。なおグーグルブックスの 200 年間の驚異的な語数の調査を参照されたい（Michel 

2010）。

3．グーグルインサイト地図の作成

3.1.　グーグルインサイト地図作成の技法

　グーグルマップの検索方法，およびグーグルマップの画面の保存については，井上 2010.2 で解説

した。掲載の「明海日本語 16」はインターネットでも見られるので参照していただきたい。グーグ

ルインサイト地図作成の技法も基本的には同様である。最初にどんな検索画面でもいいから，「グー
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グルインサイト」または「Google insights」と入力して呼び出す。図 3-1のようなトップページが出

る。「検索クエリ」の欄に単語を入力して，「検索」をクリックすれば，グラフや地図が出る。その

あとは知りたい単語を「検索クエリの追加」欄に入力して「検索」をクリックすれば最大 5 語まで

グラフや地図が出る。

3.2.　発展　数値データの集計　

　グーグルインサイトでは，グラフや地図の基礎になった数値を，エクセルの表の数値としてダウ

ンロードできるので，さらに加工して研究できる。Gmailに加入して（無料），グーグルインサイト

検索の前に電子メールを使える状態にする。図 3-1 の画面右上の「CSV形式でダウンロード」をク

リックすると，パソコンの別画面にエクセルファイルが表れるので，名前を付けて保存する。

図 3-1.　Google insights 日本語版トップページ　anime入力結果
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3.3.　手順　ダウンロード

　まずGoogle insightsにアクセスする前に，Gmailのメールを使える状態にする（自分の他のメー

ルアドレスに空メールを出す）。次にGoogle insightsにアクセスする。グラフや地図などが画面に

出る。画面右上の「CSV 形式でダウンロード」をクリックする。「Report.csvを開くか」を聞いて

くるので，「ファイルを開く」または「保存」をクリックする。

　このエクセルファイルを開くと，文字化けが起こることがある。日本語をUNICODEで表記する

かの選択で避けられるが，アルファベットだと文字の問題が起こらないので，画面左上の「English」

をクリックして使う。図 3-2にGoogle insights 英語版のanime, tsunami他の検索結果を示す。

図 3-2.　Google insights 英語版　tsunamiの検索結果
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5 語検索してファイルを開くと，図 3-3のように語が左右に並んだ形で数表が出る。

　このエクセルの表を「名前を付けて保存」する。すべてにReportという名前が与えられているの

で，区別できる名を与える。検索した単語を名前に書いておくとあとで整理に楽である。

　数表には，英語版だと，まずグラフ用の数値が出る（Interest over time, Week）。その下に地図

用の国家・地域別数値が出る（Top regions for anime）。さらにその下に都市別などの情報も入っ

ている。

図 3-3.　Google insights 英語版　animeのエクセル集計表
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　以下では国家・地域別にしぼる。国家名でソートして，そろえれば，多くの語について集計でき

る。本稿のデータは，2011/12/7に出力した。データは1週ごとに更新されるので，数値は変化する。

パソコンの画面を記録した日付は，右下に出る。

3.4.　手順　エクセルデータ総合処理

　多数の語を統一して扱えば，総合的な状況，一般的傾向が知られる。グーグルインサイトでは 5

語までを同時に処理できるが，もし国家の順に並べようとすると，各語により順番も登場する国家

も違うので，多数の語を一つの表にまとめるのは，手数がかかる。ふと思いついたのは，世界中の

多くの国家で使われる単語を，いつも検索語（の最後）に入れておく手法である。配列の統一指標

になる。以下のデータに関しては「anime」をいつも入れた。4語ずつ検索すると，エクセルの表に

はいつも「anime」の使用順によってソートされた形で使用率を示した数表が出る。

　単語ごとに 0 から 100 までに数値化されている。順番ではなく，比率であり，グーグルインサイ

トのヘルプの説明では，以下のような数値である。

　「グラフ上の数値は，Googleで検索された総検索ボリュームに対する，特定の検索クエリの検索

ボリュームを相対的に表したものです。実際の検索ボリュームではなく，データを正規化して 0～

100 のレベルで表したものです。グラフ上の各ポイントは最高値（100）で割った値です。十分な

データがない場合は 0 が表示されます。グラフ上部の検索クエリの横には概数または合計数が表示

されます。」多数の単語の単純な合計であるが，初期的な処理を試みる 5。

4．まとめと今後の課題　

4.1.　地図からの出発と回帰

　グーグルマップとグーグルインサイトは，地図の形で語の使用状況を示す。前者は使用地点を点

としてプロットし，後者は国家・地域ごとに使用率を面として段階表示する。グーグルインサイト

の面表示は，分かりやすいが，ミスリーディングでもあり，アメリカ，ブラジル，ロシアのような

広い地域の状況に読み取りを支配され，香港やシンガポールなどは目立たない。読み取りが主観的

になる恐れがある。これを避けるために，本稿で扱ったように，数表として分析する手法が役立つ。

また単語については，少数の語だけを扱うと，個別の事情に撹乱される。例えば国際センサスで扱

った4語のうち，shogunは映画としての上映と関係がある。また語によっては外行語と偶然一致す

る語形が某言語に存在することがありうる。本稿では扱わなかったが，Fujiはスペイン語では「逃

げる」の意味になる。この危険も，多数の外行語を集合として扱うことによって，影響力を弱める

ことができる。この手法は，他のジャンルの単語にも広げる価値がある。

4.2.　外行語総合表の細分析

　言語現象を地図やグラフにしてみると，様々な法則性が浮かび上がる。「単語」で方言差のありそ
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うな語を地図で見てみる。本稿では外行語に絞った。ある程度広く分布している外行語と，特定の

国で分布している外行語がある。これまで外行語については，英語でまず指摘されていた。グーグ

ルインサイトを使うことにより，英語国以外に世界中に外行語が普及していることが分かった。一

方井上2001などにより，北アメリカ，西ヨーロッパ以外に，南アメリカ，オセアニアと東アジアで

も外行語が多いことが推測できたが，語数が少なく，偏っていたので，一般化が困難だった。本稿

の大量データの分析により，これまでの分析で得られた傾向を再確認できた。新古双方のデータと

分析手法の信頼性を相互に補強しあう成果と言える。要するに日本との交流の多い国家に外行語が

多く分布するのである。

　今回のデータに関しては，因子分析にかけ，相関係数の表を分析する手法でさらに細かいパター

ンに分けられるだろう。さらにこのデータは，単語の順番と国家の順番を説明できる変数を求める

作業が，残っている。グーグルインサイトでは単語ごとに全体使用量（ボリューム）が出るので，

この数値を掛け算できるが，エクセル集計表には出力されない 6。この手法は，語彙統計の異なり語

数に対する延べ語数の集計に相当する。（ネット上の検索で）多く使われる単語に重みづけすること

に相当する。今回の分析で上位になった語は現代の若者が使いそうな単語なので，単語ごとの差が

さらに開くだろう。また国家によってインターネット普及率が違うので，国家間の差も明らかにな

ると期待される。

4.3.　外行語総合表の拡大

　単語も再検討の可能性がある。外行語はもっと多いし，最近さらに増えているので，新たに探索

する必要がある。一方かつて指摘されていた外行語（英語辞書に載っている全語）をグーグルイン

サイトで検索することも考えられる。今回の試みの最下位のhinoshiのように，使用率ゼロの語は，

集計に含めることができないが，その数値自体に意味がある。単なるグーグル検索では（ホームペー

ジ内の語として）使われている可能性がある。

　また韓国語，タイ語，中国語，アラビア語，ロシア語などを使い，アルファベットをあまり用い

ない国家については，翻訳ソフトで相当する表記を探し，コピーアンドペーストで貼り付けてグー

グルインサイトで検索すれば，世界全体の外行語がさらに詳しく分かる。

　調査対象の語は，今後英語（やドイツ語，フランス語，スペイン語）の世界的な違いにも広げた

い。外行語に相当する語は，多くの言語に存在する。術語としての一般性を高めるためには，「輸出

語」「輸入語」がふさわしいだろう。多くの言語の例を探れば，借用語を手がかりにして，世界の文

化の流れが分かるだろう。借用語は水のように，高いところから低いところへ流れると言われるか

らである。

　さらに国家内部の県別，州別等の使用率の差も分かるので，方言差も分かる。日本国内だけでな

く中国・韓国やアメリカ，カナダなどの方言差も観察できる。交流の多さと関係すると思われる。

以上ではグーグルインサイトの地図部分のデータ分析を論じた。エクセルデータではさらに最近 7

年間の推移（トレンド）も分かる。どんな外行語が最近増えているか，減っているか，全体として
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どうかも確認できる（井上予定）。

　従前にくらべて画期的な研究手法で，短時間で多くの現象を知ることができる。学問研究におけ

るコストパフォーマンスの高い研究方法で，将来性の大きい新分野である。卒業論文に役立つ。

〈注〉
（1）	 語数が少なく，国家数が増えすぎるので，今回の分析では表から省いて処理した。
（2）	 グーグルインサイトではregionsと呼んでおり，国家と独立国家でない地域の両方を含むが，本稿では便

宜上「国家」と呼ぶ。
（3）	 この順番は各単語の使用率が考慮に入っていないので，仮のものである。井上（予定）では各語の使用

率比率を計算できたので，そちらを重視すべきである。
（4）	 漢字などのアルファベット以外の民族文字の検索も可能である。世界中のどの地域（中国語圏，華僑の

多い地域とか）で中国語がその綴りで使用されているかなども分かる。
（5）	 各語の日常での使用率が分からないので，各言語（国家）での多数の辞書の記載数を扱っているような

分析である。場面や人によって使用が違うだろうが，考慮に入らない。数値は，順番を合計して並べる
よりましで，オリンピックでメダル数を単純に数えるのに似る。金メダルか銀・銅メダルかを考慮に入
れないし，団体競技で複数を大勢が手にするのを考慮するのに似る。比喩としては，プロ野球も高校野
球も草野球も一緒にして，様々な野球選手の打率を並べるようなものである。

（6）	 毎週の使用状況を示すトレンドグラフの数値を掛け算すると，検索ボリュームを考慮した集計ができる。
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